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一
九

　

上
野
誠
氏
の
新
著
『
万
葉
集
講
義　

最
古
の
歌
集
の
素
顔
』（
中
公
新
書
、
二
〇

二
〇
年
）
は
、
新
元
号
「
令
和
」
の
典
拠
と
し
て
『
万
葉
集
』
へ
の
注
目
が
著
し

く
集
ま
っ
て
い
る
昨
今
の
情
況
下
、
新
た
に
登
場
し
た
万
葉
入
門
書
で
あ
る
。
発

売
後
に
は
、
朝
日
・
読
売
・
毎
日
等
の
各
新
聞
で
も
書
評
や
著
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。
と
は
言
え
、
本
書
の
内
容
は
、

現
在
の
万
葉
ブ
ー
ム
に
便
乗
し
た
だ
け
の
安
易
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
近
時

の
万
葉
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
、「
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
の
文
学
」「
宮
廷
の

文
学
」「
律
令
官
人
の
文
学
」「
京
と
地
方
を
つ
な
ぐ
文
学
」
と
い
う
四
つ
の
要
素

か
ら
、
従
来
の
『
万
葉
集
』
に
ま
つ
わ
る
「
天
皇
か
ら
庶
民
ま
で
幅
広
い
階
層
が

詠
ん
だ
」「
日
本
的
な
国
民
文
学
」
と
い
う
誤
解
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
う
ち
崩
そ
う

と
試
み
る
、
一
般
読
者
向
け
の
書
と
し
て
は
な
か
な
か
に
刺
激
的
な
内
容
が
、
著

者
の
平
易
で
親
し
み
や
す
い
文
章
で
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
専
門
外
の
人
で
も
面
白

上
野
誠
氏
『
万
葉
集
講
義
』
を
読
む
　
―
中
国
古
典
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
―
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
万
葉
集
、
中
国
文
学
、
漢
詩
文
、
文
選
、
玉
台
新
詠
、
詩
品

く
読
ま
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
古
典
文
学
を
研
究
す
る
筆
者
の
立
場
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
『
万
葉
集
』

を
「
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
の
文
学
」
と
位
置
づ
け
、
当
時
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
同
調
重
圧
（
中
国
文
化
）
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
ロ
ー
カ
ル
化
の
同
調
重
圧
（
日

本
文
化
）
の
せ
め
ぎ
合
い
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
す
る
著
者
の
主
張
に
は
大
変
興

味
を
惹
か
れ
た
。
ま
た
日
本
の
歴
史
上
、『
万
葉
集
』
へ
の
関
心
が
高
ま
る
時
に
は
、

そ
の
日
本
的
側
面
に
ば
か
り
脚
光
が
集
ま
る
傾
向
を
批
判
し
、
も
う
一
つ
の
淵
源

で
あ
る
、『
文
選
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
文
学
の
方
面
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
意
見
に
も
大
い
に
共
感
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
お
け
る
中
国
古
典
文
学
（
漢
詩
文
）
に
関
わ
る
細
部

の
記
述
に
つ
い
て
は
、若
干
の
気
に
な
る
箇
所
が
散
見
し
た
。以
下
に
粗
略
な
が
ら
、

筆
者
が
一
読
し
て
気
に
な
っ
た
七
箇
所
（
傍
線
部
に
示
す
）
を
指
摘
す
る
こ
と
に

愛
知
淑
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大
学
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文
学
部
篇
―　

第
四
十
六
号　

二
〇
二
一
・
三　

一
九 

― 

二
四



― 171 ―

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
六
号

二
〇

し
た
い
。

① 

一
七
頁
：
中
国
に
お
い
て
、
詩
が
個
人
の
心
情
を
表
現
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ

た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
建
安
七
子
（
魏
の
曹
操
の
も
と
に
集
ま
っ
た
七
人
の
文
学

者
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
社
会
に
お
い
て
、
漢
字
の
定
着
が

も
た
ら
し
た
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
文
字
の
普
及
が
、
広
い
地
域

の
人
び
と
を
束
ね
る
国
家
を
生
み
出
し
、
歴
史
を
誕
生
さ
せ
、
歌
を
個
人
の
心

情
を
表
現
す
る
も
の
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
に
お
け
る
「
漢
字
の
定
着
」
は
建
安
七
子
の
時
代
（
後
漢
末
〜
三
国
時
代

の
二
〜
三
世
紀
）
よ
り
遥
か
に
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
根
拠
は
い
ろ
い

ろ
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
以
前
の
時
代
に
、
文
人
の
文
学
と
し
て
す
で
に

辞
賦
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
を
正

し
く
書
く
と
す
れ
ば
、「
こ
れ
は
、
詩
（
漢
詩
）
が
文
人
の
正
式
な
表
現
手
段
と
認

識
さ
れ
、
そ
の
文
学
的
地
位
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
以
後
、
中
国
の
文

人
は
出
来
上
が
っ
た
詩
に
自
ら
署
名
し
、
作
者
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
で
も
な
ろ
う
か
。

② 

一
九
七
〜
一
九
八
頁
：『
新
撰
万
葉
集
』
上
巻
序
の
上
野
氏
に
よ
る
以
下
の
訳

に
つ
い
て
。

　

ま
ず
、
最
初
に
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
万
葉
集
』
は
、
古
歌
の
流

れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
牛
馬
を
動
か
す
鞭
の
よ
う
に

人
の
心
を
動
か
す
天
下
の
名
詩
と
し
て
、
い
ま
だ
か
つ
て
『
万
葉
集
』
ほ
ど

称
賛
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
い
わ
ん
や
、
か
の
中
国
に
お
い
て
、
新
し
き
流

行
歌
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
鄭
国
や
衛
国
の
歌
の
よ
う
な
も
の
は
、『
万

葉
集
』
よ
り
見
れ
ば
、
も
の
の
数
に
入
ら
な
い
と
い
え
よ
う
―
―
。

　

上
野
氏
が
参
照
し
た
と
い
う
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
（
一
）』（
和
泉
書
院
、
二
〇

〇
五
年
）
の
「
新
撰
万
葉
集
序
注
釈
」
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。

夫
万
葉
集
者
古
歌
之
流
也
。
非
未
嘗
称
警
策
之
名
焉
。
況
復
不
屑
鄭
衛
之
音

乎
。

　
「
非
未
嘗
〜
」
は
、
こ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る
類
例
を
見
い
だ
し
が
た
い
表
現
だ

が
、「
未
嘗
不
〜
」（
未
だ
嘗
て
〜
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
）
と
類
義
の
「
こ
れ
ま
で
〜

し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
解
し
、「
未
だ
嘗
て
〜
せ
ざ
る
に
非
ず
」
と
訓
読
し

た
い
。

　
「
警
策
之
名
」
に
つ
い
て
、「
警
策
」
は
「（
馬
に
策む

ち

を
あ
て
て
勢
い
づ
け
る
よ
う

に
）
一
篇
の
詩
文
全
体
を
引
き
立
た
せ
る
秀
句
」
の
意
。
転
じ
て
こ
こ
で
は
「
詩

文
の
傑
作
」
の
意
（
興
膳
宏
『
中
国
詩
文
選
10　

潘
岳　

陸
機
』
筑
摩
書
房
、
一

九
七
三
年
、
二
三
一
〜
二
三
二
頁
。
同
『
中
国
文
明
選
13　

文
学
論
集
』
朝
日
新

聞
社
、
一
九
七
三
年
、
五
五
頁
。
福
井
佳
夫
『
六
朝
文
評
価
の
研
究
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
七
年
、
六
〇
頁
を
参
照
）。
従
っ
て
「
警
策
之
名
」
は
、
こ
こ
で
は
「
す
ぐ

れ
た
傑
作
の
名
声
」
と
で
も
解
す
べ
き
。

　
「
鄭
衛
之
音
」
に
つ
い
て
、「
新
撰
万
葉
集
序
注
釈
」
は
「
古
歌
」
に
対
し
て
「
新
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二
一

上
野
誠
氏
『
万
葉
集
講
義
』
を
読
む　
（
住
谷
孝
之
）

し
い
流
行
の
歌
」
と
解
釈
し
、
上
野
氏
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
個
人
的
に
は

一
般
的
な「
卑
俗
な
曲
」「
淫
ら
な
歌
」の
意
味
で
解
釈
す
る
の
が
適
切
に
思
う
。「
古

い
歌
×
新
し
い
歌
」
で
は
な
く
「
古
雅
で
高
尚
な
歌
×
卑
俗
な
歌
」
の
対
比
の
文

脈
で
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
右
の
文
章
を
現
代
日
本
語
訳
す
る
な
ら
ば
、「
そ
も
そ
も
『
万
葉
集
』

と
は
高
尚
な
古
歌
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
す
ぐ
れ
た
傑
作
と
し

て
の
名
声
を
称
賛
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
（
常
に
称
賛
さ
れ
続
け
て
き

た
）。
ま
し
て
や
鄭
衛
の
国
の
歌
の
ご
と
き
卑
俗
な
歌
な
ど
は
、
な
お
さ
ら
か
え
り

み
る
ま
で
も
な
い
」
と
で
も
す
べ
き
だ
ろ
う
。

③ 

二
一
四
〜
二
一
五
頁
の
第
六
章
の
ま
と
め
④
：『
万
葉
集
』
の
名
義
に
は
諸
説

あ
る
が
、
当
時
の
語
義
と
し
て
は
、「
万
葉
」
は
、
永
久
、
永
代
、
永
世
の
意

味
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、「
葉
」
は
も
と
も
と
「
木
の
葉
」
を
表

す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
木
々
が
茂
り
、
た
く
さ
ん
の
葉
が
あ
る
こ
と
も
連
想
さ

れ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
歌
と
い
う
意
味
も
含
意
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
松
浦
友
久
説
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
説
と
松
浦
説

が
異
な
る
の
は
、
祝
福
性
が
あ
る
と
考
え
る
点
で
あ
る
。

　

本
書
が
述
べ
る
と
お
り
、
松
浦
友
久
氏
の
説
は
『「
万
葉
集
」
と
い
う
名
の

双か
け
こ
と
ば

関
語
―
日
中
詩
学
ノ
ー
ト
』（
大
修
館
書
店
、一
九
九
五
年
）
に
よ
る
も
の
だ
が
、

実
は
松
浦
氏
の
著
書
に
対
し
て
、
辰
巳
正
明
氏
が
書
評
（『
国
文
学
研
究
』
第
一
一

八
集
、
一
九
九
六
年
よ
り
）
で
上
野
氏
と
同
様
の
主
張
を
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対

す
る
松
浦
氏
の
反
論
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
（『
中
国
古
典
詩
学
へ
の
道　

松
浦

友
久
著
作
選
Ⅳ
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
「「
万
葉
集
」
と
い
う
名
の
双
関

語
（
再
論
）」）。
松
浦
氏
は
、
辰
巳
氏
へ
の
反
論
の
中
で
、「
万
葉
」
と
い
う
語
自

体
に
「
祝
意
」
を
持
つ
と
い
う
主
張
が
な
ぜ
不
適
切
で
あ
る
か
、
三
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
最
も
重
要
な
の
は
次
の
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ

う
。　

…
…
上
記
の
ご
と
く
、「
万
葉
」
は
永
久
・
長
久
を
表
す
雅
語
・
美
称
で

は
あ
る
が
、「
万
歳
・
万
寿
」
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
で

0

0

0

0

0

祝
意
・
賀
意

を
表
す
こ
と
の
で
き
る
言
葉
、
で
は
な
い
。
…
…
例
え
ば
、
辰
巳
書
評
が
象

徴
的
な
用
例
と
し
て
引
く
「
祀
事
孔
明
、
祚
流
万
葉

0

0

0

0

」
は
、「
神
へ
の
祭
祀

が
立
派
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
下
す
祚
（
福
祚
）
は
万
葉
に
流

れ
る
」
の
意
で
あ
り
、「
万
葉
」
自
体
は
雅
語
・
美
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
両
句
の
祝
意
・
賀
意
は
「
祀
事
」
と
「
祚
流
」
に
よ
っ

て
担
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
分
析
的
に
知
ら
れ
よ
う
。（
一
八
五
頁
）

　

上
野
氏
が
二
〇
七
〜
二
一
二
頁
で
論
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
『
梁
書
』
武
帝
紀

上
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
顕
宗
天
皇
即
位
前
紀
条
の
「
永
隆
万
葉
」（
永
く
万
葉
に

隆さ
か
んに

す
）
や
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
六
年
条
の
「
庶
飛
英
騰
茂
、
与
二
儀
而
垂
風
、

彰
善

悪
、
伝
万
葉
而
作
鑑
」（
庶

こ
ひ
ね
がは

く
は
英
を
飛
ば
し
茂
を
騰あ

げ
、
二
儀
と
与と

も

に

し
て
風
を
垂
れ
、善
を
彰あ

き
らか

に
し
悪
を

に
く

み
、万
葉
に
伝
へ
て
鑑か

が
みと

作な

さ
ん
こ
と
を
）

な
ど
も
、
上
述
の
松
浦
氏
の
分
析
に
従
え
ば
、「
祝
意
・
賀
意
は
「
永
隆
」（
永
く

隆
に
す
）
と
「
庶
」（
こ
い
ね
が
ふ
）
の
語
に
担
当
さ
れ
て
お
り
、「
万
葉
」
の
語

自
体
に
そ
う
し
た
意
味
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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さ
ら
に
『
日
本
後
紀
』
の
例
で
は
、「
庶
」
に
続
く
「
飛
英
騰
茂
、
与
二
儀
0

0

而
垂

風
、
彰
善

悪
、
伝
万
葉
0

0

而
作
鑑
」
が
対
句
で
あ
る
こ
と
も
、「
万
葉
」
の
語
自
体

に
そ
う
し
た
意
味
は
な
い
こ
と
の
論
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
仮
に
こ
こ
で
の

「
万
葉
」
が
「
祝
意
・
賀
意
」
を
表
す
な
ら
ば
、
こ
の
文
に
お
い
て
対
偶
関
係
に
あ

る
「
二
儀
」（
こ
こ
で
は
「
万
葉
＝
万
代
」
に
対
す
る
「
天
地
＝
天
下
」
の
意
か
）

も
ま
た
同
様
の
意
味
を
表
す
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
中
国
語
の
文
章
に
お
け
る
構
造
上
の
特
質
か
ら
も
、
こ
の
用
例
に
祝
福

性
が
あ
る
と
解
釈
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

　

実
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
指
摘
が
松
浦
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
な
さ
れ

て
い
る
。

　

…
…
特
に
薛
道
衡
の
「
流
沢
万
葉
」
は
、「
用
数
百
年
」
と
の
対
語
で
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
―
―
「
百
年
」
自
体
が
祝
詞
・
賀
詞
で
な
い
の
と
同
様

―
―
た
ん
に
雅
語
・
美
称
と
し
て
「
長
久
」
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
二
句
が
祝
詞
の
章
句
で
あ
り
う
る
の
は
、そ
れ
が「
頌
」

の
一
部
で
あ
る
こ
と
と
、「
流
沢0

」
の
「（
恩
）
沢
」
の
字
義
と
に
因
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、「
万
葉
」
に
因
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。（
一
八
六
頁
）

　

以
上
の
通
り
、
本
書
で
上
野
氏
が
主
張
す
る
「
万
葉
＝
祝
意
」
説
お
よ
び
そ
の

論
拠
に
つ
い
て
、
松
浦
氏
は
反
論
済
み
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
上
野
氏
は
松
浦

氏
の
反
論
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
本
書
を
読
む
限
り
で
は
そ
の
形
跡
は
う

か
が
え
な
い
）。
仮
に
参
照
し
て
い
て
そ
れ
で
も
「
万
葉
＝
祝
意
」
説
を
主
張
す
る

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
松
浦
氏
の
こ
の
反
論
を
前
提
に
自
説
を
展
開
す
べ
き
だ
っ

た
ろ
う
。

④ 

二
一
八
頁
：
中
国
に
お
い
て
は
、
書
物
を
、
儒
教
経
典
に
あ
た
る
「
経
部
」、

史
書
に
相
当
す
る
「
史
部
」、
諸
子
百
家
の
思
想
書
に
あ
た
る
「
子
部
」、
今
日
、

文
学
に
分
類
さ
れ
る
「
集
部
」
に
四
分
類
す
る
。『
文
選
』
は
、現
存
す
る
「
集

部
」
の
な
か
で
は
、
最
古
の
「
集
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
記
述
で
は
、「
集
部
」
の
『
楚
辞
』
や
「
別
集
」
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う（『
隋
書
』経
籍
志
な
ど
を
参
照
）。
川
合
康
三
ほ
か『
文
選　

詩
篇（
一
）』

（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
八
年
）
の
解
説
は
以
下
の
通
り
。

　

中
国
の
書
物
は
伝
統
的
に
「
経
部
」「
史
部
」「
子
部
」「
集
部
」
の
四
つ

に
分
類
さ
れ
る
。
…
…
集
部
は
「
別
集
」
と
「
総
集
」
に
大
別
さ
れ
る
。「
別

集
」
が
個
人
別
の
文
集
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
複
数
の
作
者
の
作
品
を
収
め

た
文
集
は
「
総
集
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
『
文
選
』
は
今
日
ま
で
伝
え
ら

れ
た
な
か
で
は
最
も
早
く
編
ま
れ
た
総
集
で
あ
り
、
か
つ
歴
代
の
総
集
の
な

か
で
最
も
重
要
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。（
三
七
三
頁
）

　

上
野
氏
は
恐
ら
く
こ
の
文
章
を
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
が
、『
文
選
』
は
現
存
最
古

の
「
総0

集
」
と
あ
る
の
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
不
正
確
な
記
述
に
な
っ
て

い
る
。

⑤ 

二
二
〇
頁
：
こ
れ
は
、『
文
選
』
第
二
十
九
巻
「
雑
詩
」
の
張
茂
先
「
情
詩
」
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二
三

上
野
誠
氏
『
万
葉
集
講
義
』
を
読
む　
（
住
谷
孝
之
）

を
重
ね
絵
の
下
敷
き
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

張
茂
先
と
は
、
西
晋
の
文
学
者
・
張
華
（
茂
先
は
字あ

ざ
な）

の
こ
と
。『
文
選
』
で
は
、

作
者
名
を
通
常
「
姓
＋
字
」
で
表
記
す
る
（
例
外
あ
り
）
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た

の
だ
ろ
う
が
、
本
書
で
他
の
人
名
は
「
姓
＋
名
」
の
表
記
な
の
に
、
こ
こ
だ
け
そ

う
な
っ
て
い
な
い
の
は
奇
異
に
感
じ
る
。
す
ぐ
後
の
記
述
に
「
同
じ
詩
は
『
玉
台

新
詠
』
巻
二
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
額
田
王
の
歌
は
、『
文
選
』『
玉
台

新
詠
』
に
学
ぶ
も
の
で
あ
る
」（
二
二
一
頁
）
と
あ
る
が
、『
玉
台
新
詠
』
は
作
者

名
を
「
張
華
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
。
ち
な

み
に
上
野
氏
が
参
照
さ
れ
た
と
い
う
『
文
選
（
詩
騒
篇
）
四
（
全
釈
漢
文
大
系
）』（
集

英
社
、
一
九
七
四
年
）
の
本
詩
の
題
解
に
は
、「『
玉
台
新
詠
』
巻
二
に
は
、
張
華

の
名
で
、
五
首
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
」（
三
一
八
頁
）
と
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
記

述
か
ら
「
張
華
」
を
「
張
茂
先
」
の
別
名
（
ま
た
は
『
玉
台
新
詠
』
で
は
「
張
華
」

と
い
う
別
人
の
作
扱
い
し
て
い
る
）
と
で
も
思
い
違
い
し
た
か
？

⑥ 

二
二
四
〜
二
二
五
頁
：
川
合
康
三
は
、『
文
選
』
の
文
学
理
論
が
、『
文
心
雕
龍
』

（
劉
勰
著
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
…
…
一
方
、
恋
情
を

つ
づ
る
艶
詩
を
集
め
た
『
玉
台
新
詠
』（
徐
陵
撰
）
も
、
万
葉
び
と
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
書
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
『
詩
品
』（
鍾
嶸
著
）
と
い
う

理
論
書
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

　

④
で
も
言
及
し
た
、岩
波
文
庫
『
文
選　

詩
篇
（
一
）』
の
「
解
説
」
に
よ
れ
ば
、

川
合
氏
は
『
文
心
雕
龍
』
と
『
文
選
』
の
関
係
性
の
対
比
で
『
詩
品
』
と
『
玉
台

新
詠
』
を
取
り
あ
げ
、「
四
書
が
互
い
に
対
照
的
で
あ
る
の
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ

れ
の
撰
述
に
お
い
て
他
者
を
意
識
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
」

（
三
八
〇
〜
三
八
一
頁
）
と
は
述
べ
て
い
る
が
、『
詩
品
』
と
『
玉
台
新
詠
』
が
影

響
関
係
に
あ
る
と
ま
で
は
断
言
し
て
い
な
い
。

　
『
詩
品
』
と
『
玉
台
新
詠
』
が
ど
こ
ま
で
影
響
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
中

国
文
学
の
研
究
者
の
間
で
も
見
解
は
一
致
し
て
い
な
い
。
確
か
に
森
野
繁
夫
氏
の

よ
う
に
、
鍾
嶸
は
、『
玉
台
新
詠
』
の
編
纂
を
徐
陵
に
命
じ
た
と
さ
れ
る
梁
の
簡
文

帝
蕭
綱
が
晋
安
王
だ
っ
た
時
代
に
記
室
（
参
軍
）
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
簡
文
帝

の
「
性
情
の
吟
詠
」
を
重
視
す
る
文
章
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
推
測
す
る

向
き
も
あ
る
（『
六
朝
詩
の
研
究
』
第
一
出
版
社
、
一
九
七
六
年
、
八
五
頁
）。
こ

れ
に
対
し
、
林
田
愼
之
助
氏
の
よ
う
に
、
性
情
の
吟
詠
を
重
視
す
る
点
で
は
両
者

は
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
実
と
当
面
す
る
文
学
を
と
ら
え
る
視
点
と
評
価
で

は
、「
そ
の
内
容
に
お
い
て
雲
泥
の
ひ
ら
き
が
あ
る
」「
両
者
の
認
識
は
全
く
異
な
っ

て
い
た
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
（『
中
国
中
世
文
学
評
論
史
』
創
文
社
、
一
九
七
九

年
、
三
八
八
・
四
〇
六
頁
）。
さ
ら
に
は
福
井
佳
夫
氏
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
『
玉

台
新
詠
』
に
収
め
ら
れ
た
宮
体
詩
の
創
作
は
簡
文
帝
ら
に
と
っ
て
裏
側
・
戯
れ
の

文
学
で
あ
り
、本
気
で
打
ち
込
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る（『
六

朝
文
評
価
の
研
究
』
三
八
六
〜
三
九
七
頁
）。

　

実
際
、
鍾
嶸
が
高
く
評
価
す
る
の
は
、
漢
魏
の
古
詩
や
建
安
文
学
の
詩
で
あ
り
、

同
時
代
で
あ
る
斉
梁
の
永
明
体
の
よ
う
な
声
律
美
・
形
式
美
を
重
視
す
る
詩
風
に

は
厳
し
い
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
（『
詩
品
』
序
よ
り
）。
一
方
の
簡
文
帝
は
、
自

ら
の
文
章
「
与
湘
東
王
書
」
の
中
で
「
近
世
の
謝
朓
・
沈
約
の
詩
、
任
昉
・
陸

の
筆
は
、
斯
れ
実
に
文
章
の
冠
冕
に
し
て
述
作
の
楷
模
な
り
」
と
謝
朓
・
沈
約
ら
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
六
号

二
四

永
明
体
の
詩
を
理
想
的
な
文
学
と
し
て
絶
賛
す
る
。
ま
た
、『
玉
台
新
鋭
』
の
主
要

作
品
を
占
め
る
宮
体
詩
は
、『
詩
品
』
が
批
判
す
る
永
明
体
の
流
れ
を
く
み
、
声
律

美
・
形
式
美
重
視
の
側
面
を
持
つ
詩
風
と
さ
れ
る
（『
梁
書
』
庾
肩
吾
伝
よ
り
）。

さ
ら
に
こ
れ
を
承
け
て
、
興
膳
宏
氏
は
宮
体
詩
の
淵
源
に
沈
約
の
艶
詩
が
あ
る
と

す
る
（『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
―
六
朝
詩
人
論
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
よ

り
「
艶
詩
の
形
成
と
沈
約
」）。

※ 

た
だ
し
上
述
の
福
井
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
通
説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
て
、

「
永
明
体
＝
簡
文
帝
に
と
っ
て
の
正
統
的
な
文
学
×
宮
体
詩
＝
裏
側
・
戯

れ
の
文
学
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
永
明
体
に
対
す
る
二
人
の
評
価
に
こ
の
よ
う
な
大
き
な
懸
隔

が
存
在
す
る
以
上
、『
詩
品
』
と
『
玉
台
新
詠
』
に
影
響
関
係
が
あ
る
と
述
べ
て
し

ま
う
の
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

⑦ 

二
二
六
頁
：
ち
な
み
に
、
新
し
い
元
号
と
な
っ
た
「
令
和
」
も
梅
花
宴
序
に
由

来
す
る
。
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
そ
の
淵
源
は
、
王
羲
之
（
三
〇
三
〜
三
六
一
）

の
「
蘭
亭
の
序
」
と
、「
帰
田
賦
」（『
文
選
』
巻
十
五
の
「
志
」
に
収
載
）
に

あ
る
。

　
「
令
和
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
上
野
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
が
、「
梅
花
宴
序
」（
梅

花
歌
序
）
と
い
う
作
品
自
体
に
つ
い
て
は
、
王
羲
之
の
「
蘭
亭
序
」
の
ほ
か
に
、

王
勃
な
ど
の
初
唐
文
人
の
詩
序
も
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
興
膳
宏
「
遊
宴

詩
序
の
演
変
―
「
蘭
亭
序
」
か
ら
「
梅
花
歌
序
」
ま
で
―
」（『
國
學
院
中
国
学
会
報
』

第
五
三
輯
、
二
〇
〇
七
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
野
氏
の
『
万
葉
び
と
の
宴
』

（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
四
年
）
五
一
頁
お
よ
び
「
参
考
文
献
」
に
は
そ
の
こ

と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
上
、
他
の
関
連
書
籍
で
は
必
ず
し
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
折
角
だ
か
ら
本
書
で
も
一
言
触
れ
て
お
い
て
も
よ
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
王
羲
之
の
文
才
に
つ
い
て
は
、
福
井
佳
夫
『
六
朝
書
翰

文
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
を
、
王
勃
ら
初
唐
文
人
の
詩
序
に
つ
い

て
は
、
道
坂
昭
廣
『『
王
勃
集
』
と
王
勃
文
学
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

　

以
上
、
些
末
な
が
ら
中
国
古
典
文
学
を
研
究
す
る
筆
者
の
立
場
か
ら
、
本
書
の

記
述
に
関
す
る
幾
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
近
年
で
は
本
書
以
外
に
も
、
日

本
の
古
典
文
学
を
東
ア
ジ
ア
の
文
化
圏
（
漢
字
文
化
圏
）
の
中
か
ら
と
ら
え
な
お

そ
う
と
試
み
る
書
籍
が
、
筆
者
の
簡
見
の
限
り
で
も
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

日
本
文
学
研
究
側
の
中
国
文
学
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た

研
究
情
況
の
下
に
お
い
て
、
日
本
文
学
の
研
究
側
が
、
中
国
文
学
側
の
研
究
情
況

を
よ
り
一
層
正
確
に
参
照
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
筆
者
は
望
ん
で
い
る
。
そ
の
よ

う
な
理
由
か
ら
、
今
回
、
中
国
古
典
文
学
を
研
究
す
る
側
と
し
て
、『
万
葉
集
』
研

究
に
関
連
す
る
若
干
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。


